
進路ニュース ２年５月号           

 

皆さんこんにちは。今年度最初の進路ニュースです。 

２年生になり、はや１ケ月が過ぎ、体育祭も終わりました。新しいクラスにも慣れたことでしょう。そして、中間

考査時間割発表の日を迎えました。皆さんは２年生の順調なスタートがきれたでしょうか。 

それでは、まず、２年生になってからの皆さんの様子を見てみることにしましょう。 

 

○ 学習時間調査より     ～１年次より学習時間 減少！～ 

４月１３日から４月１９日まで、学習時間調査が行われました。 
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まず、上の表を見てください。１年次というのは、１年生の同じ時期の調査における数字です。２

年次というのは、今回の調査の数字です。わずかですが、２年次のグラフが左にずれているのが分か

ります。これは１年次より、学習時間の短い人が増えた、ということです。学習内容は１年次より高

度になっているはずです。それを十分理解するためには、やはりある程度の時間をかけての取り組み

が必要です。にもかかわらず、１年次より学習時間が減るのはどうしてでしょう。 
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  教科ごとに見てみると、上の表のようになっています。英語は学習時間が増えています。英語は大切な教

科だという意識が高いようです。国語や数学は減っています。国語については理系の人の学習時間が、数学

については文系の人の学習時間が少なくなっているのが原因のようです。すなわち、苦手教科の学習時間が

少なくなっているということです。得意教科で、好い成績をとることはもちろん大切なことですが、実は今後、受

験期には、文系（文理文、総合）では数学で、理系では国語で、どれだけがんばれるかがポイントになってきま

す。苦手教科にこそ、時間をかけて、苦手克服に努めてください。 

 理科や地歴公民は２年生になり、選択科目も増え、新しい分野の学習が始まっていることと思います。スター



トからつまずかないように、ポイントをきちんと抑えた学習を心がけて下さい。 

 その他には音楽科の人の実技時間が反映されています。 

  

ここでは、学習時間について見てきましたが、十分とはいえないようです。また、質の問題もあります。やみく

もに、時間をかけろといっているのではなく、効率的な学習が求められてもいます。たとえば、春休みの宿題。

提出することだけを目標にこなしている人が多いのではないでしょうか。とりあえず、空欄をうめるだけ。ひどい

人は解答の丸写し……。何のための宿題なのか。せっかくの宿題が無駄なものに終わってしまっている人も

見受けられます。当たり前のことを当たり前に実行する。実力をつけるにはこれしか有りません。学問に王道な

し、です。時間は無限にあるものではありません。質・量ともに充実した学習を実行したいものです。 

 

○ 進路希望調査より     ～ほぼ９割が４年制大学への進学を希望～ 
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４月に行われた進路希望調査によると、全体の88.5％の人が４年制大学を希望しており、76パーセントの人

は国公立大学を希望しています。国公立大学への進学希望者の多さが際立っています。 

また、4.3％の人は進路がまったくの未定であり、10.6%の人は大学進学は希望するが、どのような学部に進

学するかは未定なのです。将来何をしたらいいのかわからない、自分に向いているのはどんな職業なのかわ

からない……ということでしょうか。向き不向きなんて本当は誰にもわかりません。興味のあることから探してい

きましょう。１年生のとき配られた『逆引き大辞典』など進路情報誌を読んでみてください。また、気になる大学

があれば、インターネットなどを利用して調べてみてください。オープンキャンパスへの参加もその大学の雰囲

気が味わえるので、２年生のうちに参加しておくとよいでしょう。３年生になる前に、できるだけ具体的な目標を

見つけておきましょう。 

 

さて、２つの調査からわかるのは、大学への進学希望者が大変多い、けれど、学習時間は思うように増加し

てはいない現実、ということのようです。また、漠然と大学進学を考えてはいるけれど、具体的でなかったり、先

が見通せていないために、学習意欲もわかないのかもしれません。しかし、時間はどんどん過ぎていってしま

います。高校１年間の早かったことを考えてください。あるいは、高校入試も何とかなったし、大学入試もなんと

かなるさ……と安易に考えている人もいるかもしれません。大学全入時代といわれる今、確かに選ばなければ、

大学には進学できるでしょう。しかし、多くの皆さんが考えている国公立大学は、やはり狭き門に変わりはありま

せん。早く目覚めましょう。現実を見てください。 

受験勉強とは、結局は日々の積み重ねです。中間考査や期末考査の内容をすべて覚えていれば、受験は

らくらくクリアできます。ただ、人間は忘れもします。忘れたら覚える。その繰り返しです。 

 

先ほども書きましたが、今日は中間考査の時間割発表日です。では、まず、後悔しないように、精一杯努力

し、受験の第一歩を踏み出そうではありませんか。 

 

※裏面に「高２学習の掟」（ベネッセ資料より）を印刷しました。大切な「掟」ばかりです。参考にして下さい。 

                                              （裏面省略） 



 


